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要旨 

 継続看護の役割を担う外来看護を学ぶことは、在宅医療を推進する国の指針であり看護基礎教育における習得課題で

もある。特に成長・発達途上にある子どもにとって、家庭を基盤に保育園や幼稚園、学校など地域での生活を維持し、

社会化を促すことは重要である。今回、小児看護学実習における外来実習の記録を分析し、看護学生の学びを明らかに

した。小児科外来実習において学生は、【複数の専門外来の存在】を知り、【成長・発達途上にある子どもの特性】を

学んでいた。そこから、成人とは異なる【小児処置技術の特殊性】、【安全・安楽な看護実践】を通して、看護師の【子

どもを力づけるかかわり】をみていた。【看護の対象は子どもと家族】であり、親の【育児不安の実際】を知り、【子

どもと家族の地域生活支援】について学習していた。多忙で多様な外来業務の中で【看護師の現場調整力】を感じ、【発

育に配慮した看護実践を体験】していた。 
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Ⅰ はじめに 

人口の高齢化、慢性疾患患者の増加、在宅医療の 

推進、平均在院日数の短縮化等により外来医療・看

護も変化した。医療技術の進歩により，短期滞在（日 

帰り）手術やがん化学療法など高度な治療は外来で 

も受けることが可能な時代となってきた。これらの 

変化により、疾病を持ちながら地域で生活している 

患者が増え、長期間にわたる外来での継続治療など、 

外来における医療・看護提供の必要性が高まってい 

る 1）。特に成長・発達期にある子どもの医療や看護 

の分野でも、在院日数の短縮、在宅療養の推進より、 

退院後の地域での生活における継続的な看護支援が

望まれている。小児看護学実習で継続看護の視点を

学ぶ方法としては、病棟実習や療育施設で展開して

いる大学がある 2）。また小児看護学実習を外来実習

単独で行っている大学 3）もあり、その方法は一様で

はない。本学看護学科 3～4回生における領域別実

習・小児看護学実習では、小児科外来実習（以下、

外来実習）を半日設けている。本研究では、小児外

来実習における看護学生の実習記録より、学習した

内容の詳細を明らかにすることにする。 

 

Ⅱ 研究目的 

小児科外来実習の記録から、看護学生の学習した

内容の詳細を明らかにする。 

 

Ⅲ 研究方法 

1. 調査対象 

小児看護学実習を履修し、承諾が得られた 56 名の

看護学生の小児看護学実習の外来実習の記録を分析

データとする。 

2. 研究期間 

 研究期間は 2012 年 4 月～2013 年 10 月であった。

3. 分析方法 

分析は質的記述的方法を用いて行った。筆頭著者

が、記録の表現を忠実に要約（コード化）し、意味

内容の共通事項ごとにサブカテゴリーとして命名し、

さらにそれを抽象化しカテゴリーとした。カテゴリ

ー抽出の妥当性を高めるために、小児看護教育を専

門とする共同研究者よりアドバイスを得た。 

4. 倫理的配慮 

学生に研究の目的と方法、小児科外来での実習記

録をデータとすること、研究への自由意思による参

加、個人情報保護の厳守について説明し、同意を得

た。成績評価に影響しないよう、学生の卒業判定後

に行った。患児とその家族および学生自身の個人情

報が特定される可能性のある文章は除外した。 

5. 小児看護学実習の概要 
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大学 3回生（10～12 月）から 4回生（5～7月）の 

期間にある領域別実習の間に、2週間（10 日間）の

小児看護学実習を行っている。小児看護学実習の内

容は、小児病棟（8.5 日）、小児科外来(0.5 日)、

NICU/GCU（1日）の 3部署を組み合わせて実習を行

っている。外来実習の目標は、小児の地域での生活

を想定し、継続看護と他職種との連携について考え

ることである。具体的には、「外来での医療・保健

活動から地域で生活する小児と家族への生活を考え

る」、「小児保健活動や福祉に関わる機関及び職種

とその活動内容について考える」こととしている。

実習内容としては、小児科外来の診察場面の見学、

外来看護師の業務見学、検査や処置における可能な

範囲での介助、小児と家族への医療・保健活動から

地域で生活する小児への看護について考察すること

である。外来実習では、学生 3名に対して外来看護

師 1～2名が実習指導を担当している。学内における

外来看護についての講義と演習は実習開始前に終了

し、講義は 3回生の育成期小児看護学（1コマ）で

行い、演習項目は検査や処置の介助などを行ってい

る。 

6. 小児科外来の概要 

外来実習は A大学病院小児科外来で行っている。

専門科目は、総合、循環器、血液、神経、新生児、

発達、心身症、生後 1ヵ月健診、内分泌代謝、腎臓、

アレルギーである。看護学生が実習する曜日の専門

外来は、新生児 NICU 退院後のフォローアップ健診、

発達外来などが開設されている。 

 

Ⅳ 結果 

外来実習における看護学生の学びについて、308

コード、31 のサブカテゴリーから、10 カテゴリーが

抽出された（表 1参照）。各カテゴリーを抽出する

までの過程を述べる。カテゴリーを【 】、サブカ

テゴリーを〈 〉、コードを[ ]で示す。 

小児科外来実習において学生は、【複数の専門外

来の存在】を知り、【成長・発達途上にある子ども

の特性】を学んでいた。そこから、成人とは異なる

【小児処置技術の特殊性】、【安全・安楽な看護実

践】を通して、看護師の【子どもを力づけるかかわ

り】をみていた。【看護の対象は子どもと家族】で

あり、親の【育児不安の実際】を知り、【子どもと

家族の地域生活支援】について学習していた。多忙

で多様な外来業務の中で【看護師の現場調整力】を

感じ、見学のみではなく【発育に配慮した看護実践

を体験】していた。 

1.【複数の専門外来の存在】については、[小児科外

来の中でも各専門領域に分かれている]、[小児科外

来は内分泌疾患や神経疾患、NICU 退院後の子どもな

どが来る]などのコードから〈専門分野に分かれた外

来〉というサブカテゴリーをあげた。以下同様に、

[SGA 治療について、経済面や学校・地域生活を踏ま

え、治療・看護・副作用のモニタリングの実際を学

んだ]、[自閉症患児には言葉の説明だけではなく、

視覚的アプローチを用いて採血を実施していた]な

どから〈多様な疾患の治療と対応〉を、[一組の親子

に 30 分程度診察され、良さを感じた]や[医師は資料

や数値をあげて母親の質問に応じていた]などから

〈医師による丁寧な診察〉をサブカテゴリーにあげ

た。 

2.【成長・発達途上にある子どもの特性】は、[身体

計測により成長具合をみていた]や[定頸、寝返りな

どみていた]などから〈成長と発達の確認〉を、[出

生時に 800ｇの子どもがこんなに大きくなるんだと

知った]や[新生児と 4か月の赤ちゃんを抱っこして

子どもの成長が体感できた]などのコードから〈子ど

もの発育過程に喜びと驚き〉というサブカテゴリー

をあげた。[病状だけではなく、全身観察や母子関係

も短時間で観察する必要がある]、[新生児など子ど

もはコミュニケーション能力が発達途上にあるため、

細かく観察することが大切]などから〈観察の重要

性〉を、[多くの子どもとの触れ合いで様々な子ども

の個性がよくわかった]、[診察室の玩具で子どもは

夢中になって遊んでいた]などから〈子どもの多様

性〉をサブカテゴリーとした。 

3.【小児処置技術の特殊性】は、[採血時、子どもは

啼泣し、汗をかいていた]、[注射や採血は子どもに

とって負担が大きく、辛いことがよくわかった]など

から〈処置を受ける子どもの苦痛〉をサブカテゴリ

ーにあげた。[子どもの体に合わせた 3種類の計測器

が用意されていた]や[針は細いものを使用し、最少

量の採血をする]などから〈子どもサイズの器具と道

具〉を、[子どもの採血は血管が細く難しい]、[他科

の医師から子どもの採血依頼が来る]などのコード

小児科外来実習における看護学生の学び

－62－



 

から、〈子どもの処置に必要な特殊な技術〉をサブ

カテゴリーにあげた。 

4.【安全・安楽な看護実践】は、[安全を優先して採

血の介助をしていた]、[発熱している患児は感染予

防のため別室で診察する]などから〈子どもの安全を

確保する看護〉を、[採血は 1回で済むよう心掛けて

おられた]や[採血をスムーズに終わらせられるよう

体の固定と声掛けを行っていた]などから〈子どもの

負担軽減を考えた看護〉というサブカテゴリーをあ

げた。 

5.【子どもを力づけるかかわり】は、[こまめに話し

かけることが大切]、[採血では子どもを褒めていた]

などから〈子どもへの言葉かけ（称賛）の重要性〉、

[採血では好きな絵の描いたテープを選んでもらっ

ていた]などから〈子どもの意欲を引き出す工夫〉、 

[採血では辛く痛い思いをしている子どもが可哀想

だった]などから〈子どもの処置場面に心痛〉、[年

齢に応じた声掛けや説明を行っていた]などから〈プ

レパレーションやディストラクションの実際〉とし 

た。 

6.【看護の対象は子どもと家族】は、[子どもの様子

を一番知っているのは親である]などから〈親の存在

の重要性〉、[処置後に親の顔を見たら泣き止む子ど

もばかりだった]などから〈子どもと親のつながり〉

とした。 

7.【育児不安の実際】は、[早産児や疾患をもつ子ど

もの家族は正常な発育などわからず不安になる]な

どから〈家族の不安の理解と対応〉、[母親が自信を

持って育児できるよう話をしていた]などから〈育児

不安を軽減する受容的なかかわり〉とした。 

8.【子どもと家族の地域生活支援】は、[外来は病気

と上手に付き合っていけるよう環境を整える場であ

る]などから〈在宅療養支援の実際〉、[カルテや看

護師間のやりとりが行われケアの継続がなされてい

た]などから〈継続看護の実際〉、[医師と連携して

患児に医療を提供していることがわかった]などか

ら〈病院・地域における専門職間の連携〉、[慢性疾

患のため幼児期から成人になっても小児科外来で治

療を受けている]などから、小児難治性疾患などの慢

性疾患を抱えながら成人期の年代に持ち越す 4）〈キ

ャリーオーバーの問題〉とした。 

9.【看護師の現場調整力】は、[外来は病棟とは異な

る忙しさがあった]などから〈多様・多忙な看護師の

役割〉、[子どもと家族に看護介入するため幅広いコ

ミュニケーション能力が必要]などから〈看護師の対

人関係能力に感心〉、[子どもが睡眠中や授乳のとき

は受診の順番を調整していた]などから〈外来診察時

間の調整と短縮〉とし、[医師と家族が落ち着いて話

せる環境をつくるため看護師は子どもをあやしてい

た]などから〈丁寧な診察場面の創造〉とした。 

10.【発育に配慮した看護実践を体験】は、[様々な

診察や処置を学ぶことができた]や[円城寺式の使い

方を学んだ]などのコードから〈実習で多くの業務

(場面)を見学・実施〉を、[赤ちゃんを抱っこして診

察のお手伝いをさせてもらい嬉しかった]、[一人何

回も新生児の移動と抱っこができた]などから〈子ど

もを抱くなど自分が役立つ充実感〉、[小児科独特の

処置技術を今後に生かしたい]、[一生懸命生きてい

る小さな命をできる限りの看護でサポートしたい]

などから〈学んだ看護を実践で取り入れる意欲〉を

サブカテゴリーとした。 

 

Ⅴ 考察 

 学生は、地域のクリニックとは異なり疾患に応じ 

た複数の専門外来があることを学んでいた。医師の 

丁寧な診察場面や看護師の子どもへのかかわりを通 

して、成長・発達途上にあるという子どもの特性 5） 

を理解していた。成熟過程にある子どもの身体的な 

特徴を踏まえ、子どもサイズの医療用具を見たり、 

採血などで用いる血管を確認するライトの存在を知

るなど成人看護とは異なる小児処置技術の特殊性を

学習していた。認知能力が発達過程にある子どもの

安全の確保と負担軽減の工夫など安楽な看護の実際

という看護の基本と、発達段階に合わせた説明（プ

レパレーション）や処置から意識をそらす関わり（デ

ィストラクション）など小児看護特有の子どもを力

づけ、がんばりを引き出す関わりについて学んでい

た。疾患をもち治療を受けるのは子どもであるが、

その子どもの健康を守る養育者である母親や父親な

ど家族も看護の対象であることを再認識していた。

育児不安や小児虐待の問題が課題である昨今、小児

科外来が子育て支援の場としての機能をもち、子ど 

もと家族の地域生活を支援する看護の実際を学習し

ていた。入院とは異なり短時間で終了する診察場面 
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表 1 小児科外来実習における看護学生の学び 

において、その時間が子どもと家族にとって有効な

時間になるよう診察の順番などの調整を行う外来看

護師の調整能力についても記述がみられた。 

多くの診察場面の見学や処置の介助など実践を通

して小児科外来での実習に充実感がうかがえ、学ん

だことを活かしていきたいという意欲がみられた。

及川 6）は外来看護の役割が診療介助のみならず、子

どもや家族のヘルスアセスメントを的確に行い、子

どもや家族が主体的に療養していくができるように

支えていくことが多くなっている外来の場を活用し

た、より具体的な実習方法を模索する提案をしてい

る。外来実習において 1組の受診する子どもと家族

の受診過程を学生が一緒に体験するということも効

果的な実習方法とされている 7）。本講座でも小児科

外来看護実習を継続し、外来の状況によって実習方

法を検討しながら、入院から退院後の継続看護の実

際や、子どもと家族への在宅療養支援について理解

を深められるよう目指したい。 

 

Ⅵ 結論 

小児看護学実習における外来実習記録を分析し、

看護学生の学びを明らかにした。 

1. 各種専門外来の存在と専門医による丁寧な診察

および看護場面から育児支援・療養生活支援につ

いて学んでいた。 

2. 地域での継続支援において看護の対象は子ども

とその家族であることを理解していた。 

3. 限られた時間と看護スタッフという環境の中で、

子どもの安全・安楽に配慮し、頑張りを引き出す

支援を学習していた。 

4. 充実した診察場面を設定する小児科外来看護師

の調整力や他職種との連携について学んでいた。 

5. 看護や診察場面の見学のみではなく、子どもの

発育に配慮した看護実践を体験していた。 
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多様な疾患の治療と対応 

医師による丁寧な診察 

成長・発達途上にある子

どもの特性 

成長と発達を確認 

子どもの発育過程に喜びと驚き 

観察の重要性 

子どもの多様性 

小児処置技術の特殊性 

 

処置を受ける子どもの苦痛 

子どもサイズの器具と道具 

子どもの処置に必要な特殊な技術 

安全・安楽な看護実践 子どもの安全を確保する看護 

子どもの負担軽減を考えた看護 

子どもを力づけるかか

わり 

子どもへの言葉かけ（称賛）の重要性 

子どもの意欲を引き出す工夫 

子どもの処置場面に心痛 

プレパレーションやディストラクションの実際 

看護の対象は子どもと

家族 

親の存在の重要性 

子どもと親のつながり 

育児不安の実際 家族の不安の理解と対応 

育児不安を軽減する受容的なかかわり 

子どもと家族の地域生

活支援 

 

 

在宅療養支援の実際 

継続看護の実際 

病院・地域における専門職間の連携 

キャリーオーバーの問題 

看護師の現場調整力 多様・多忙な看護師の役割 

看護師の対人関係能力に感心 

外来診察時間の調整と短縮 

丁寧な診察場面の創造 

発育に配慮した看護実

践を体験 

実習で多くの業務（場面）を見学・実施 

子どもを抱くなど自分が役立つ充実感 

学んだ看護を実践で取り入れる意欲 

小児科外来実習における看護学生の学び
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